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（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等を含めておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第44期

第３四半期連結
累計期間

第45期
第３四半期連結

累計期間
第44期

会計期間

自平成24年
５月１日

至平成25年
１月31日

自平成25年
５月１日

至平成26年
１月31日

自平成24年
５月１日

至平成25年
４月30日

売上高（千円） 114,671,448 126,043,003 154,560,620

経常利益（千円） 7,262,502 7,810,098 10,292,622

四半期（当期）純利益（千円） 3,689,874 4,284,338 5,075,114

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
3,875,416 4,270,280 5,407,795

純資産額（千円） 36,824,142 41,670,146 38,356,520

総資産額（千円） 96,410,904 101,895,950 95,839,919

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
231.47 268.77 318.37

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 38.2 40.9 40.0

回次
第44期

第３四半期連結
会計期間

第45期
第３四半期連結

会計期間

会計期間

自平成24年
11月１日

至平成25年
１月31日

自平成25年
11月１日

至平成26年
１月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
97.38 86.88

２【事業の内容】
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当第３四半期連結累計期間において、新たに生じた事業等のリスク、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

された事業等のリスクについての重要な変更はありません。

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

（1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間（平成25年５月１日～平成26年１月31日）におけるわが国の経済は、企業収益・雇用

の改善とともに、設備投資、個人消費に持ち直しの動きが見られており、景気は、緩やかながら着実に回復してお

ります。

このような経済情勢のもと、当社グループは、調剤薬局の新規出店及びＭ＆Ａとともに、医療モールの総合開

発、都市型ドラッグストアの出店を推進し、グループの事業規模及び収益拡大に努めてまいりました。

また、当第３四半期のうちに当社子会社の静岡調剤株式会社ほか２社の吸収合併決議をするとともに、平成26年

２月24日付で中規模以下の連結子会社４社を吸収合併することを決定するなど、当社グループ内の再編成を推進

し、薬局運営及びグループ管理体制の改善を図っております。

当第３四半期連結累計期間における業績は、売上高が1,260億４千３百万円（前年同期比9.9％増）、営業利益は

75億６百万円（同9.9％増）、経常利益は78億１千万円（同7.5％増）となり、四半期純利益は42億８千４百万円

（同16.1％増）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

（医薬事業）

調剤薬局部門では、処方日数の長期化により、処方箋１枚当たりの売上高が上昇し、既存薬局の売上高は増収傾

向で推移しております。

一方で、平成26年４月の調剤報酬改定では、24時間の患者対応、在宅調剤を要件とした調剤基本料の見直し等が

含まれており、売上高に対する労務費率の上昇が見込まれることに加え、消費税率の変更による仕入コストの増大

等もあり、大変厳しい事業環境となる見通しであります。

当社グループでは、引き続き、事業規模の拡大によりスケールメリットを高めるとともに、薬局職員が既存のル

ールに捉われることなく、調剤薬局業務の全工程について、それぞれの薬局単位で検証・再構築する「考える薬局

プロジェクト」をグループ全店規模に展開して、既存薬局の収益効率の改善を推進しております。

当第３四半期連結累計期間の売上高は、1,121億１百万円（前年同期比10.2％増）、セグメント利益は96億１百万

円（同7.3％増）と増収増益となりました。

同期間の出店状況は、Ｍ＆Ａを含め、グループ全体で合計41店舗を出店し、４店舗を事業譲渡または閉店した結

果、当社グループにおける薬局総数は597店舗となりました。

（物販事業）

ドラッグストア事業は、同業間による同質化競争、業種間を超えた統合・再編による競合に加え、医薬品のイン

ターネット販売に対する環境変化等により、なおも厳しい市場環境が続いております。

当社では、このような環境において、ドラッグ＆コスメティックの専門性に特化した、オリジナリティ性の高い

ストアコンセプトによる「アインズ＆トルペ」を、都市部の特に集客力の高いエリアで展開を行っております。

「アインズ＆トルペ」では、商圏・立地に対応したＭＤを強化するとともに、ＬＩＮＥ（ライン）等のコミュニ

ケーションアプリを活用した販売促進手法の比重を高めており、既存店における客数、客単価とも前年同期を上回

る水準で推移しております。

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、133億７千２百万円（前年同期比6.4％増）となり、セグメン

ト利益は、１千２百万円（同81.1％減）となりました。

同期間においては、アインズ＆トルペ三宮サンキタ通店（神戸市中央区）を出店し、郊外型店を中心に４店舗を

閉店し、ドラッグストア店舗総数は58店舗となりました。

（その他の事業）

その他の事業における売上高は５億６千９百万円（前年同期比52.0％増）、セグメント損失は３億３千１百万円

(前年同期は３億２千４百万円の損失)となりました。

第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

２【経営上の重要な契約等】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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（2）財政状態に関する分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産の残高は、前連結会計年度末より60億５千６百万円増の1,018億９千

５百万円となりました。

主な要因は、新規出店及びＭ＆Ａによる事業規模の拡大に伴い、たな卸資産、未収入金、土地建物等の有形固定

資産及びのれんが増加したことによるものであります。

負債の残高は、27億４千２百万円増の602億２千５百万円となりました。主な要因は、買掛金の増加によるもので

あります。長期及び短期借入金の残高は、36億９千９百万円減少となる118億３千１百万円となりました。

純資産の残高は、33億１千３百万円増の416億７千万円となり、自己資本比率は0.9ポイントプラスとなる40.9％

となりました。

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更は

ありません。

（4）研究開発活動

該当事項はありません。
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①【株式の総数】

②【発行済株式】

該当事項はありません。

該当事項はありません。

該当事項はありません。

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 44,000,000

計 44,000,000

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年１月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年３月17日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 15,944,106 15,944,106

東京証券取引所

市場第一部

札幌証券取引所

単元株式数

100株

計 15,944,106 15,944,106 － －

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

（４）【ライツプランの内容】

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年11月１日～

平成26年１月31日
－ 15,944,106 － 8,682,976 － 6,872,970

（６）【大株主の状況】
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当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成25年10月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

②【自己株式等】

※ 当社は平成25年11月11日付で本社を札幌市白石区東札幌５条２丁目４番30号に移転しました。

前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。

（７）【議決権の状況】

平成26年１月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 3,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 15,934,300 159,343 －

単元未満株式 普通株式 6,406 － －

発行済株式総数 15,944,106 － －

総株主の議決権 － 159,343 －

平成26年１月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社アイン

ファーマシーズ

札幌市東区東苗穂

５条１丁目2-1
3,400 － 3,400 0.02

計 － 3,400 － 3,400 0.02

２【役員の状況】
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年11月１日から平

成26年１月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年５月１日から平成26年１月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

第４【経理の状況】
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年４月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 18,460,349 19,023,736

受取手形及び売掛金 7,043,984 5,549,103

商品 7,816,853 9,903,722

貯蔵品 127,546 130,582

繰延税金資産 955,372 1,178,406

短期貸付金 445,000 766,024

未収入金 7,180,659 8,408,172

その他 1,142,498 1,033,498

貸倒引当金 △9,917 △4,433

流動資産合計 43,162,346 45,988,811

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,247,806 9,386,239

土地 6,030,803 6,859,132

その他（純額） 3,271,425 3,380,025

有形固定資産合計 17,550,035 19,625,397

無形固定資産

のれん 19,574,539 19,799,080

その他 1,031,265 1,029,079

無形固定資産合計 20,605,804 20,828,160

投資その他の資産

投資有価証券 2,789,730 2,585,647

繰延税金資産 946,439 956,111

敷金及び保証金 6,985,755 7,643,388

その他 4,066,340 4,536,263

貸倒引当金 △267,829 △267,829

投資その他の資産合計 14,520,435 15,453,581

固定資産合計 52,676,275 55,907,138

繰延資産

株式交付費 1,296 －

繰延資産合計 1,296 －

資産合計 95,839,919 101,895,950
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年４月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年１月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 24,084,746 31,410,516

短期借入金 7,483,090 6,417,644

未払法人税等 2,427,308 1,584,709

預り金 7,906,269 8,120,288

賞与引当金 1,098,611 554,291

役員賞与引当金 12,929 19,096

ポイント引当金 315,919 327,218

その他 2,357,917 2,261,510

流動負債合計 45,686,791 50,695,274

固定負債

長期借入金 8,048,584 5,414,243

退職給付引当金 1,659,245 1,786,961

その他 2,088,777 2,329,324

固定負債合計 11,796,607 9,530,528

負債合計 57,483,398 60,225,803

純資産の部

株主資本

資本金 8,682,976 8,682,976

資本剰余金 7,872,970 7,872,970

利益剰余金 21,704,510 25,032,404

自己株式 △5,837 △6,047

株主資本合計 38,254,620 41,582,304

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 57,855 46,851

その他の包括利益累計額合計 57,855 46,851

少数株主持分 44,044 40,991

純資産合計 38,356,520 41,670,146

負債純資産合計 95,839,919 101,895,950
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年５月１日
至 平成25年１月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年５月１日
至 平成26年１月31日)

売上高 114,671,448 126,043,003

売上原価 96,918,844 106,926,020

売上総利益 17,752,603 19,116,982

販売費及び一般管理費 10,921,638 11,610,719

営業利益 6,830,964 7,506,262

営業外収益

受取利息 55,760 56,449

受取配当金 29,100 28,152

受取手数料 48,390 13,351

不動産賃貸料 71,486 62,246

業務受託料 106,652 111,803

その他 364,069 287,148

営業外収益合計 675,459 559,152

営業外費用

支払利息 108,890 73,223

債権売却損 56,887 64,178

不動産賃貸費用 25,118 34,311

その他 53,025 83,601

営業外費用合計 243,921 255,315

経常利益 7,262,502 7,810,098

特別利益

投資有価証券売却益 191 49,667

固定資産売却益 10,902 4,096

受取保険金 50,000 193,941

その他 2,772 9,523

特別利益合計 63,866 257,229

特別損失

固定資産除売却損 88,901 111,515

投資有価証券売却損 109,796 －

投資有価証券評価損 1,750 －

役員退職慰労金 320,000 －

その他 69,636 56,738

特別損失合計 590,085 168,254

税金等調整前四半期純利益 6,736,284 7,899,073

法人税等 3,068,608 3,617,788

少数株主損益調整前四半期純利益 3,667,675 4,281,284

少数株主損失（△） △22,198 △3,053

四半期純利益 3,689,874 4,284,338
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年５月１日
至 平成25年１月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年５月１日
至 平成26年１月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 3,667,675 4,281,284

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 207,740 △11,004

その他の包括利益合計 207,740 △11,004

四半期包括利益 3,875,416 4,270,280

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,897,615 4,273,333

少数株主に係る四半期包括利益 △22,198 △3,053
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重要な変更はありません。

該当事項はありません。

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

該当事項はありません。

１ 偶発債務

当社が賃借している店舗等の所有者に対して有する敷金及び保証金等に対する返還請求権について債権譲渡

を行っております。当該譲渡契約に基づく訴求義務は次のとおりであります。

２ 当社は、運転資金等の効率的かつ機動的な調達を行うため、取引銀行21行と当座貸越契約を締結しておりま

す。これら契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

該当事項はありません。

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれん償却額は、次の

とおりであります。

【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（会計方針の変更）

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（追加情報）

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成25年４月30日）

当第３四半期連結会計期間
（平成26年１月31日）

千円1,462,048 千円1,267,586

前連結会計年度
（平成25年４月30日）

当第３四半期連結会計期間
（平成26年１月31日）

当座貸越極度額 千円22,100,000 千円24,100,000

借入実行残高 3,550,000 3,050,000

借入未実行残高 18,550,000 21,050,000

（四半期連結損益計算書関係）

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自 平成24年５月１日
至 平成25年１月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成25年５月１日
至 平成26年１月31日）

減価償却費 千円1,540,611 千円1,655,375

のれん償却額 1,283,365 1,486,520
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Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成24年５月１日 至 平成25年１月31日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

２．株主資本の金額の著しい変動

前連結会計年度末に比して、株主資本の金額に著しい変動はありません。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成25年５月１日 至 平成26年１月31日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

２．株主資本の金額の著しい変動

前連結会計年度末に比して、株主資本の金額に著しい変動はありません。

（株主資本等関係）

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年７月27日

定時株主総会
普通株式 797,039 50 平成24年４月30日 平成24年７月30日 利益剰余金

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年７月30日

定時株主総会
普通株式 956,444 60 平成25年４月30日 平成25年７月31日 利益剰余金
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Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成24年５月１日 至 平成25年１月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

（注）１．セグメント利益または損失の調整額△1,427,638千円には、全社費用が1,385,034千円、報告セグメントに配

賦不能の損益（△は益）が89,509千円、セグメント間取引消去が△46,906千円含まれております。

なお、全社費用は、主に親会社の総務、経理部門等の管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益または損失は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

「医薬事業」セグメントにおいて、調剤薬局事業会社７社を買収しております。当該事象によるのれんの増

加額は、当第３四半期連結累計期間においては2,349,689千円であります。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成25年５月１日 至 平成26年１月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

（注）１．セグメント利益または損失の調整額△1,471,988千円には、全社費用が1,392,808千円、報告セグメントに配

賦不能の損益（△は益）が131,021千円、セグメント間取引消去が△51,840千円含まれております。

なお、全社費用は、主に親会社の総務、経理部門等の管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益または損失は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

「医薬事業」セグメントにおいて、調剤薬局事業会社９社を買収しております。当該事象によるのれんの増

加額は、当第３四半期連結累計期間においては1,510,250千円であります。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

医薬事業 物販事業 その他の事業 合計

売上高

外部顧客への売上高 101,729,833 12,567,131 374,483 114,671,448 － 114,671,448

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － 66,368 66,368 △66,368 －

計 101,729,833 12,567,131 440,851 114,737,816 △66,368 114,671,448

セグメント利益又は損失（△） 8,950,081 64,433 △324,374 8,690,141 △1,427,638 7,262,502

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

医薬事業 物販事業 その他の事業 合計

売上高

外部顧客への売上高 112,101,198 13,372,693 569,111 126,043,003 － 126,043,003

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － 154,028 154,028 △154,028 －

計 112,101,198 13,372,693 723,139 126,197,031 △154,028 126,043,003

セグメント利益又は損失（△） 9,601,761 12,205 △331,878 9,282,087 △1,471,988 7,810,098
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記載すべき事項はありません。

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

該当事項はありません。

該当事項はありません。

（企業結合等関係）

（１株当たり情報）

前第３四半期連結累計期間
（自 平成24年５月１日
至 平成25年１月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成25年５月１日
至 平成26年１月31日）

１株当たり四半期純利益金額 円 銭231 47 円 銭268 77

（算定上の基礎）

四半期純利益金額（千円） 3,689,874 4,284,338

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 3,689,874 4,284,338

普通株式の期中平均株式数（株） 15,940,743 15,940,702

（重要な後発事象）

２【その他】
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該当事項はありません。

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アイン

ファーマシーズの平成25年５月１日から平成26年４月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成25年11月

１日から平成26年１月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年５月１日から平成26年１月31日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につ

いて四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アインファーマシーズ及び連結子会社の平成26年１月31日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

独立監査人の四半期レビュー報告書

平成26年３月17日

株式会社アインファーマシーズ

取締役会 御中

新日本有限責任監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 大森 茂伸 印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 上林 三子雄 印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 片岡 直彦 印

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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